
ここがききたい！ 一般質問
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問　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て

聞
く
。

　
①
市
民
の
合
意
形
成
が
で

き
て
い
な
い
状
況
で
、
巨
額

の
税
金
投
入
は
認
め
ら
れ
な

い
。
国
へ
の
特
許
申
請
前
に

住
民
投
票
で
明
快
な
市
民
合

意
の
証
明
書
を
示
し
て
は
。

　
②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
ル
ー
ト
は
、

市
民
置
き
去
り
、
工
業
団

地
・
大
企
業
奉
仕
路
線
で
あ

る
。
最
小
の
予
算
で
、
最
大

の
効
果
に
逆
行
す
る
事
業

は
、
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
は
、
国

や
県
、
有
識
者
な
ど
と
の
協

議
を
経
て
、
適
宜
、
市
民
の

皆
様
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、
丁
寧
に
説
明
し
、
さ
ら

に
議
会
と
執
行
部
と
の
二
元

代
表
制
の
も
と
、
長
年
に
わ

た
り
議
論
を
重
ね
な
が
ら
進

め
て
き
た
。
今
後
と
も
、
議

会
と
執
行
部
と
の
間
で
、
十

分
に
議
論
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
適
切
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
住
民
投
票

は
考
え
て
い
な
い
。

　
②
導
入
ル
ー
ト
は
、
機
能

的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
、
安
定
し
た
需

要
の
確
保
、
ま
ち
づ
く
り
と

の
連
携
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
設
定
し
た
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
で
あ
り
、

公
共
交
通
全
体
の
利
便
性
向

上
や
環
境
負
荷
の
軽
減
、
地

域
の
活
性
化
、
企
業
の
生
産

性
向
上
、
市
税
収
入
の
増
加

な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
財
政
負
担
の

抑
制
を
図
り
な
が
ら
最
大
の

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業　
市
民
置

き
去
り
で
進
め
る
の
か 荒川 恒男

（共産党）

問　
28
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
上
河
内
地
区
の
都
市
計
画

の
変
更
に
よ
り
、
地
域
拠
点

と
し
て
の
魅
力
が
高
ま
り
、

将
来
の
地
域
の
発
展
を
期
待

し
て
い
る
。

　
①
上
河
内
地
区
で
は
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
の
か
。

　
②
上
河
内
地
区
は
、
老
朽

化
の
進
ん
だ
道
路
も
多
く
、

市
民
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
り
、
他
の
地
域

と
の
予
算
の
差
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
る
が
ど
う
か
。

答　
①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
ビ
ジ

ョ
ン
の
中
で
、
上
河
内
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
地
区
を
地
域
拠
点
と
し
て

位
置
づ
け
て
お
り
、
生
活
に

必
要
な
機
能
の
集
積
を
図
り

な
が
ら
拠
点
形
成
を
推
進
し

て
い
く
。

　
ま
た
、
自
然
環
境
や
営
農

環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
全
体
の
活
力
や
魅

力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

市
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
に
よ
り
一
層
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
②
上
河
内
を
含
め
た
合
併

地
域
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

道
路
の
劣
化
・
損
傷
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
各
地
域
で

整
備
の
優
先
順
位
を
付
け
て

必
要
額
を
計
上
の
う
え
、
計

画
的
に
修
繕
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
地
域
の
道
路

状
況
や
住
民
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
必
要
と
な
る

事
業
費
を
確
保
し
、
安
全
で

快
適
な
道
路
環
境
の
保
全
に

努
め
て
い
く
。

黒子 英明
（自民党）

問　
期
日
前
投
票
は
、積
極

的
な
周
知
啓
発
運
動
に
よ

り
、有
権
者
に
も
か
な
り
認
知

さ
れ
て
き
た
が
、市
民
か
ら
手

続
き
に
つ
い
て
の
不
満
や
更

な
る
要
望
の
声
も
あ
る
。

　
全
国
の
中
核
市
45
市
の
う

ち
、
28
市
が
入
場
券
に
あ
ら

か
じ
め
宣
誓
書
用
紙
を
印
刷

し
て
郵
送
す
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
お
り
、
受
付
時
間
の

短
縮
と
混
雑
緩
和
に
効
果
が

見
ら
れ
た
と
い
う
。

　
更
な
る
投
票
率
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
、
宣
誓
書
を
印

刷
し
た
入
場
券
送
付
や
個
人

別
郵
送
を
市
で
も
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
市
で
は
、
期
日
前
投
票

の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
期
日
前
投
票
宣
誓
書
の
様

式
を
掲
載
し
、
有
権
者
が
自

宅
で
記
入
で
き
る
よ
う
に
し

て
き
た
。

　
市
の
入
場
券
は
4
名
連
記

式
の
は
が
き
で
世
帯
ご
と
に

送
付
し
て
い
る
が
、
宣
誓
書

の
様
式
を
印
刷
し
た
入
場
券

の
送
付
は
、
有
権
者
の
更
な

る
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
他
市

の
事
例
を
参
考
に
、
入
場
券

の
記
載
内
容
や
紙
面
の
配
置

を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
、
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
入
場
券
を
個
人
別
に
郵
送

す
る
こ
と
は
、
国
に
お
け
る

選
挙
執
行
経
費
が
削
減
さ
れ

る
中
、
現
時

点
で
は
難
し

い
と
考
え
て

い
る
。

工藤 稔行
（公明党）

投
票
率
向
上
に
向
け
た

更
な
る
取
り
組
み
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
選
挙
の
投
票
率
向
上
（
新
有
権

者
及
び
若
年
層
へ
の
投
票
推
進
） 

②
自
殺
予
防
対
策
の
強
化
（
学
校

で
の
い
じ
め
問
題
、
相
談
支
援
体

制
の
強
化
） 

③
高
齢
者
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
（
公
共
施
設
の
洋
式

ト
イ
レ
化
の
推
進
ほ
か
） 

④
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場 

⑤
市
中
央
卸

売
市
場
の
活
性
化

▲選挙のめいすいくん

ど
の
よ
う
に
上
河
内

地
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
の
か

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
競
輪
事

業
・
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
競
輪
、
自
転

車
競
技
選
手
の
育
成
）
②
農
業
政

策　

③
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
セ
カ
ン

ド
キ
ャ
リ
ア 

④
生
活
保
護 

⑤
生

活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
支
援 
⑥

改
正
フ
ロ
ン
法
に
伴
う
フ
ロ
ン
類

の
排
出
抑
制
対
策

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
安
保
法
制
・
い
わ
ゆ
る
戦
争
法

案
に
関
す
る
市
長
の
政
治
姿
勢　

②
子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度
と

保
育
行
政 

③
医
療・国
民
健
康
保

険 

④
米
軍
機
の
市
で
の
低
空
飛
行


